
款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

　 　 　

４．その他特記事項

第 1 章

合　　　　　　　計 121

総合計画での位置付け ②農林業の振興

27

農業振興事務費 37

鳥取県地域振興対策協議会
負担金

57

調査旅費、高速道路使用料　等

山村関係振興部会
　平等割（山村）5,000円、平等割（林野）5,000円
　林野面積割　6,600円、　全国連盟割　40,000円

倉吉地区農業士会負担金　9,000円×3人倉吉地区農業士会経費

農業振興一般経費 121 121

・農業行政を効果的に展開するための経費として計上する。
・指導農業士の活動を支援し、町内農業者への波及による育成を目指す。

・事業推進に係る旅費、使用料等事務費
・推進団体への負担金等

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

51
予算
科目

06 01 03 所属： 農林 農林振興

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

認定農業者（Ｌ資金／農業経営基盤強化資金）利子助成
3件

　

グリーンサービスの事業活動を支援
（水田受託、三朝米・地大豆の推進、日本型支払への関わり）

共済掛金助成（農家負担の1/2　掛金の40%を上限）
591,598円×0.4 農家数：8戸

４．その他特記事項

第 1 章

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

農業振興特別経費

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

5,269 15

予算書
ページ

51
予算
科目

06 01 03 所属： 農林 農林振興

・グリーンサービスの運営経費の一部を助成し、水田営農推進に向けた取組みを支援する。
・水田農業を総合的にサポートする「新たな支援組織」の内容を検討する。
・認定農業者資金利子補給事業
・果樹共済掛金助成事業

5,254

・優良農地の荒廃防止対策と特産振興
・地域の営農活動をサポートする新たな組織を検討し、活力ある三朝町農業の維持・発展を目指す。
・梨農家の生産意欲を維持し、特産としての地位を守る。

グリーンサービス運営
補助金

5,000

認定農業者資金利子補給
事業

32

果樹共済掛金助成補助金　 237

合　　　　　　　計 5,269

総合計画での位置付け ②農林業の振興 過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

みささの味わい発信事業

農地維持支払（１組織 29集落）　33,905a×3,000円/10a

資源向上支払

共同活動（１組織 29集落）  33,905a×1,800円/10a

　 長寿命化（１組織 29集落）  33,905a×4,400円/10a

推進事業費・・・広域連携推進

未来へつなげ！三朝町水田農業活性化プラン（４年目）
〇

〇

〇
〇

新規就農者交付金（国10/10）　1,500,000円×2人
親元就農交付金（水稲）　100,000円×12ヵ月×1人

４．その他特記事項

第 1 章

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算書
ページ

51
予算
科目

06 01 03 所属： 農林 農林振興

事　業　内　容 予算額

農業振興事業費（１／２） 61,273 43,076

・特選三朝米と地大豆を中心とする特産物の育成
・経営所得安定対策の推進による水田農業の経営支援
・日本型直接支払による生産基盤の維持管理
・三朝スタイルの担い手や新規就農者の育成

・がんばる地域プラン事業によるプロジェクトの推進（平成２７年度～３１年度）
・三朝スタイルの担い手基準による独自の担い手確保対策
・三朝温泉からの発信によるブランド化と新たな販路へのアクション
・日本型直接支払（多面的機能支払、環境保全型農業直接支払）の有効活用
・新規就農を生かした地域農業の活性化

18,197

事業名（中事業）

小　　　　　　　計 53,524

総合計画での位置付け ②農林業の振興

4,200

42

10,172

9,090

950

　

14,918
6,103

168

4,300
　

481

がんばる地域プラン事業

3,100

全町で一本化した広域化組織を支援する。

多面的機能支払交付金事業
（日本型）

野菜価格安定対策事業
鳥取県ブランド野菜価格安定対策事業として夏秋トマトを支
援。対象農家　６戸（県50％、町15％支援）

地大豆の振興【品質向上、地力増進、新技術の実証】

三朝米の生産振興【商品化、土づくり、新技術の実証、
生産性向上（担い手協会員　コンバイン2台購入）】

新規就農者総合支援事業

多面的機能支払推進事業

①中部発！食のみやこフェスティバル　②城陽産業まつり
③多賀町ふるさと楽市　④その他県外イベントなど

販売促進事業（三朝温泉や県外に向けた営業活動等）

担い手育成【水田農業担い手協議会の運営、講演会の開
催、先進地視察等】

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

農業の持つ多面的機能の活用（特別栽培米との連携）

化学肥料・農薬の5割低減＋堆肥他　

約23ha×4,400円/10a

対象者：１戸 内容：コンバイン

内容：水路保全共同作業、農業体験、特産品づくり等

４．その他特記事項

第 1 章

三朝町農業再生協議会
補助金

経営所得安定対策の推進（県10/10）
（米の生産数量の管理、対象作物の生産振興等）

2,398

環境保全型農業直接支払
交付金事業（日本型）

1,001

　小規模であるが集落の農業や農地を守っている担い手に対
して、水田農業の維持発展に必要な農業用機械の導入を支援
する。（県1/3　町1/6、県上限2,000,000円）中山間地域を支える水田

農業支援事業費補助金

総合計画での位置付け ②農林業の振興

共生の里推進加速化事業

合　　　　　　　計 61,273

　集落等が企業や団体と協定を締結し、農地や農道、水路な
どの保全管理活動や遊休農地の再生、営農活動に共同で取り
組むことにより、地域農業の活性化を図る。（県2/3　町1/3） 600

小　　　　　　　計 7,749

3,750

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

農業振興事業費（２／２） 61,273 43,076 18,197

・特選三朝米と地大豆を中心とする特産物の育成
・経営所得安定対策の推進による水田農業の経営支援
・日本型直接支払による生産基盤の維持管理
・三朝スタイルの担い手や新規就農者の育成

・がんばる地域プラン事業によるプロジェクトの推進（2年目）
・三朝スタイルの担い手基準による独自の担い手確保対策
・三朝温泉からの発信によるブランド化と新たな販路へのアクション
・日本型直接支払（多面的機能支払、環境保全型農業直接支払）の有効活用
・新規就農を生かした地域農業の活性化

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

51
予算
科目

06 01 03 所属： 農林 農林振興

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 1 章

中山間地域等直接支払
交付金（日本型）

集落協定31　個別協定2   　　面積　39,571 a
　積算　面積×（基本単価×（1.0又は0.8）＋加算額）
　加算　広域連携（２）　小規模（１）　超急傾斜地（13）

58,664

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

51
予算
科目

06 01 03 所属： 農林 農林振興

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

14,668

・生産条件が不利な中山間地域の農地を対象に、5年間（Ｈ27～Ｈ３１）の協定が結ばれた農地を管
理する農家に対し、その負担を軽減するために交付金を支援し、条件不利地域における営農活動の維
持・継続を図る。

・協定数：35
・基本単価　急傾斜地　21,000円/10a　緩傾斜地　8,000円/10a
　取組の違いにより10割単価と8割単価のコースが設定される。
・H27から第4期がスタートし、新たに広域連携・小規模・超急傾斜地加算等に取組む。
・交付金の使途は個人配分又は共同取組が選択できるが、ﾘﾀｲﾔに対応することが求められる。
・個々の農家の取り組みから「村や地域で守る」形への展開が必要で、営農支援体制整備事業により
新しい体制の整備を目論む。

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

中山間地域等直接支払交付金事業 59,224 44,556

総合計画での位置付け ②農林業の振興

合　　　　　　　計 59,224

中山間地域等直接支払
交付事務費

推進事務費（ルネッサンス推進費） 560

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 1 章

合　　　　　　　計 15

総合計画での位置付け ②農林業の振興

米価下落緊急対策資金
利子助成事業

対象農家数　4件 15

地域農業確立支援事業費 15 15

・平成26年度における米価下落・収量低下に対してとられた経営支援策として実施

・JAからの借入資金の利息について、その1/3を助成

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

51
予算
科目

06 01 03 所属： 農林 農林振興

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

侵入を防ぐ対策　県1/3  町1/3　　1,673,028円×2/3
個体を減らす対策　捕獲従事者の活動助成　

イノシシ駆除　     1,020,000円×2/3
　　　　　　　　カラスの一斉駆除　287,700円×2/3

わな免許取得支援　5,000円×20人
捕獲奨励金　　　イノシシ460頭、シカ210頭

ヌートリア20匹
射撃環境改善事業　対象者13名×5,000円×2/3
出没時安全対策

有害捕獲個体処理業務委託

侵入を防ぐ対策　国10/10
　　　ワイヤーメッシュ設置　900m×658円
　　　電気柵　　　　　　　　2,700m×241円
捕獲奨励金（シカ加算）
　 成獣　8,000円×155頭
　 幼獣　1,000円×21頭
緊急時や住民の要請に対応するとともに、新たな捕獲
従事者の育成に取り組む。　隊員12名で組織
活動報酬：半日 3,000円　1日 5,000円

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵の補強、潜り込み防止等
捕獲奨励金（猟期イノシシ）

150頭×5,000円

４．その他特記事項

第 1 章

2,505

180

総合計画での位置付け ②農林業の振興

侵入を防ぐ対策（集落で取り組む侵入防止柵設置事業）

534

1,694

鳥獣被害対策実施隊設置費

鳥獣被害総合対策事業費
補助金（単町）

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

合　　　　　　　計 13,534

鳥獣被害総合対策事業費
補助金（単県）

8,621

鳥獣被害防止総合対策事業
（補助）

鳥取県ツキノワグマ遭遇
回避総合対策事業

4,953

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

鳥獣被害総合対策事業 13,534 6,887 1,694

・有害鳥獣の侵入を防ぐ対策と個体を減らす対策を総合的に実施し、農産物への被害を防ぐ。

・総合対策事業（単県　県1/3 　町1/3）
　　侵入を防ぐ対策　　　ワイヤーメッシュ、電気柵　※国事業との併用不可
　　個体を減らす対策　   わな免許取得支援、捕獲従事者の活動助成
　　捕獲奨励金　　　　　イノシシ、シカ、ヌートリアなど
　　ハンター支援　　　　射撃訓練に対する助成
・防止対策事業（国　定額補助）
　　侵入を防ぐ対策　　　ワイヤーメッシュ、電気柵
　　対策協議会　　　　　貸出用わな・檻の整備　※県から直接交付
・鳥獣被害対策実施隊　　派遣に係る報酬等
・総合対策事業（単町　町1/2）　国事業施設等の補強

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

51
予算
科目

０６ ０１ ０３ 所属： 農林 農林振興

過疎 辺地過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 1 章総合計画での位置付け ②農林業の振興

　 　 　

合　　　　　　　計 14

鳥取県畜産推進機構負担金 14

　 　

運営経費の一部を負担

　

畜産業費一般経費 14 14

・畜産業の振興に向け、畜産経営の改善、家畜の改良、生産技術の向上、畜産物の価格安定、畜産環
境の保全に係る支援や各種情報を提供する畜産推進機構の運営をサポートする。

・鳥取県畜産推進機構の運営に対し、その経費の一部を負担する。

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

51
予算
科目

06 01 04 所属： 農林 農林振興

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 1 章

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

52
予算
科目

０６ ０１ ０４ 所属： 農林 農林振興

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,339

・和牛共進会への出品を奨励し生産技術の向上を目指す。
・肉用牛経営に対し、生産費と粗収益の差額の８割を基金で補填する制度を運用（新マルキン）
・生産者が拠出する資金の一部を助成し経営の安定を図る。
・和牛振興総合対策事業により若手農家の和牛経営の拡大意欲に応える。

・共進会出品に係る経費の一部を助成する。
・生産者が行う積立の一部（10％）を支援する。
・担い手農家の和牛経営の拡大（増頭）に向け支援を行う。（県1/2　町1/6）
・優良乳用牛の造成等により酪農家の経営安定を図る。（新規）

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

和牛振興費 5,539 3,200

総合計画での位置付け ②農林業の振興

優良乳用牛造成支援事業
和牛ET受精卵　：上限20,000円×15本×1/２
性判別精液　 　：上限6,500円×50本×1/２
通常精液(高品質)：上限5,000円×100本×1/２

563

合　　　　　　　計 5,539

和牛振興総合対策事業

担い手農家の増頭に関する緊急支援
　農家数：2戸
　1,200,000円×８頭×（県1/3＋町1/6）

4,800

和牛共進会出品奨励事業 60

三朝町肉用牛肥育経営
安定特別対策事業

116

肉専用種：40頭×6,670円×1/10
交雑種　：48頭×16,670円×1/10
乳用種　：　5頭×17,340円×1/10
　農家負担金の10％

中部地区共進会　5,000円×　8頭
県共進会　　　　5,000円×　4頭

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 1 章

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

52
予算
科目

０６ ０１ ０５ 所属： 農林 農林振興

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

104

・「農地中間管理事業の推進に関する法律」に基づき、鳥取県に整備された農地中間管理機構が行う
業務の一部について、町が委託を受け、担い手の確保と農地の利用集積を推進する。

・貸出志向農地や遊休農地について、耕作者となる地域の担い手農家との調整を行ったうえで、農地
の「利用配分計画」を作成して農地の流動化と集積を推進する。
・経営転換協力金（リタイヤ農家向け）を活用し、担い手農家への農地の利用集積を推進する。
・集落における「人と農地の問題」の解決に向けた話し合いを行う。

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

農地費 4,470 2,188 2,178

総合計画での位置付け ②農林業の振興

合　　　　　　　計 4,470

農地中間管理事業

利用配分計画の作成等事務費
農地中間管理機構からの業務委託　臨時職員の雇用
地域集積協力金　３集落　 1,58９,000円
経営転換協力金　３戸　　    ６00,000円

4,470

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

　外注による測量及び調査

　

　

４．その他特記事項

第 1 章

389

総合計画での位置付け ②農林業の振興

合　　　　　　　計 91,820

国土調査推進協議会
負担金

事業費割＋均等割　102,200,000円×0.22％＋36,000円

2,294
臨時職員及び推進委員賃金 6,562
その他、事務推進費 3,315

その他委託費

261

土地情報事務費 土地情報システム保守　30,000円×1.08×12ヵ月

事業名（中事業）

地籍調査事業費

委託費

　　　　下谷・吉尾、片柴、坂本、木地山、柿谷、三徳

事　業　内　容 予算額

　
78,999

　　　　加谷・木地山、西小鹿、小河内・下谷、吉尾、

【継続地区：加谷・木地山地区(林道南三朝線木地山側) 、西小鹿地区(林道平山線)、小河内・下谷地区
(林道小河内線)、吉尾地区(林道滝ノ奥線)、下谷・吉尾地区(町道下谷吉尾線) 、片柴地区(林道波関俵
原線)計7.40k㎡】
　加谷・木地山地区は地積測定・地籍図及び地籍簿の作成を行う。西小鹿地区は一筆地測量・地積測
定・地籍図及び地籍簿の作成を行う。また、小河内・下谷地区、吉尾地区、下谷・吉尾地区、片柴地
区は一筆地調査及び測量を実施する。

【新規地区：坂本地区(林道波関俵原線)、木地山地区(林道福吉木地山線)、柿谷地区(町道実光神倉線)
、三徳地区(九曜頭)計3.36k㎡】
　坂本、木地山、柿谷、三徳は新規であり、一筆地調査準備(調査図素図等作成)を実施する。

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

　現在、土地の開発・取引きにおいて参考となる資料は主に明治時代に作成された公図であるが、精
度が悪く現況とかけ離れている。そこで、一筆毎の土地について調査するとともに、その境界及び面
積を測量し地籍図及び地籍簿を作成し、認証後法務局に送付する。

地籍調査費 91,820 65,152 45 26,623

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

53
予算
科目

06 01 14 所属： 農林 地籍調査

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

中部地域の林業、木材産業の振興に係る協議、調査等
　均等割　特別会費（県中部所在の各団体）
　倉吉市、湯梨浜町、三朝町、北栄町、琴浦町、森林組合
　中部木材協同組合、株式会社倉吉木材市場

三朝町生産森林組合連合協議会運営補助金
　町1/2　会員（11団体）1/2
（個別組合）育成事業補助金（法人町民税相当分）
　50,000円×11団体

４．その他特記事項

第 1 章

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

54
予算
科目

０６ ０２ ０２ 所属： 農林 農林振興

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

725

・天神川林業活性化センターの活動を通じて、県中部地域の林業、木材業の振興を図る。
・森林の持つ公益的機能に対する新税（全国森林環境保全税）の創設に向け、全国森林環境税創設促
進連盟の活動を支援する。
・生産森林組合の活動を活発化させるために各種支援・研修活動等を実施する。
・緑化推進に取り組む鳥取県緑化推進委員会の運営を支援する。

・天神川流域林業活性化センター特別会費
・全国森林環境税創設促進連盟負担金
・生産森林組合育成補助金
・鳥取県緑化推進委員会会費

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

林業振興一般経費 725

20

生産森林組合育成補助金
660

天神川流域林業活性化
センター負担金

10

総合計画での位置付け ②農林業の振興

鳥取県緑化推進委員会費 鳥取県緑化推進委員会負担金 35

合　　　　　　　計 725

全国森林環境税創設促進
連盟負担金

全国森林環境税創設促進連盟負担金

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

鳥取県松くい虫等防除事業費補助金（県10/10）
　秋作業　230本

事業費　＠20,000円×20本×1/2

市町村負担額×三朝町負担割合

6,163,866円×4.313%

森林ICTﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの運用　270,000円

鳥取県森林ｸﾗｳﾄﾞｼｽﾃﾑ運用　162,000円
林地台帳整備(電子図面含む)　7,192,000円

事業主体：鳥取県中部森林組合等
予定面積：0.5ha×２カ所
補助金額：県標準事業費×歩掛×0.8

４．その他特記事項

第 1 章

266

枯松等伐採促進事業
補助金

200

5,851

・ナラ枯れ被害先端区域において薬剤処理により被害の拡大を抑える。
・財団法人鳥取県林業担い手育成財団が運営する「林業就労促進基金」に対する拠出
・就業5年以内の作業従事者の雇用に係る経費（健康保険、農林年金等）の一部を助成
・抜き切り、林内集積による竹林整備を支援し、5年間の適正な管理へ誘導する。

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

林業振興事業費 11,487 3,396 2,240

・荒廃する森林環境への対策（ナラ枯れ、枯松伐採、里山整備、竹林整備）
・森林作業員を確保するため、雇用環境の改善に向けた支援を実施する。
・森林ICTを推進し、森林施業の効率化や森林資源の有効活用を目指す。
・町の森林・林業振興の礎とするための振興プランを策定し、効果的な事業展開を目論む。

総合計画での位置付け ②農林業の振興

竹林整備地域活動支援
補助金

1,418

森林ICT推進事業 7,625

合　　　　　　　計 11,487

ナラ枯れ被害対策費 1,978

林業労働者福祉向上対策
事業補助金

予算書
ページ

54
予算
科目

０６ ０２ ０２ 所属： 農林 農林振興

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

過疎 辺地

- 110 -



款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

県造林公社
　 施業の集約化に向けた森林調査、境界の確認、合意形成
　 　 30,000円×10ha×1/2（国のみ）

　

４．その他特記事項

第 1 章総合計画での位置付け ②農林業の振興

　

150
森林整備地域活動支援
補助金

合　　　　　　　計 150

所属： 農林 農林振興

・民有林における施業の集約化を促進し、効率的な森林施業を実現し、林家の所得確保を目指す。

・森林施業の集約化
・森林境界の確認

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

森林整備地域活動支援事業費 150 150

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

54
予算
科目

０６ ０２ ０２

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 1 章

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

54
予算
科目

０６ ０２ ０２ 所属： 農林 農林振興

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

5,585

・松くい虫被害の防止に向け、６月の特別防除事業（ヘリコプターによる農薬散布）を実施

・春作業（農薬散布）192ha（養蜂群移転を含む）
・鳥取県松くい虫等防除事業費補助金　　補助率：高度公益　6.5/10  地区保全　5/10

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

松くい虫駆除対策費 12,130 6,545

総合計画での位置付け ②農林業の振興

松くい虫防除事業費

事務費　　50,000円
業務委託費
　 高度公益　  54ha×59,387円/ha＝3,206,898円
　 地区保全  138ha×59,387円/ha＝8,195,406円

補償費
　　特別防除に係る養蜂群移転等に係る補償費
　　　　　　　　　200箱×3,360円＝　　　672,000円

12,130

合　　　　　　　計 12,130

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

県中部森林組合
　 事業費：16,000㎥×1,000円/㎥
鳥取県造林公社

事業費：1,000㎥×1,000円/㎥

４．その他特記事項

第 1 章

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

54
予算
科目

０６ ０２ ０２ 所属： 農林 農林振興

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

17,000

・間伐等の森林作業を適期に行うことにより、多面的機能を有し、経済的価値のある森林を育成す
る。

・鳥取県が実施する間伐搬出促進事業に合わせて町費による嵩上げを実施し、森林所有者における森
林保育活動（間伐）への取り組みを推進する。
・補助単価　県事業　2,800円/㎥　　町の嵩上げ 1,000円/㎥

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

造林事業費 17,000

総合計画での位置付け ②農林業の振興

合　　　　　　　計 17,000

間伐促進事業補助金 17,000

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

　
現地確認賃金　　64,000円
町行造林搬出間伐
・小鹿団地(吉田他) 搬出業務委託　5,770,440円

間伐収益分収　887,560円×0.4
・三朝西団地(福山他) 搬出業務委託　9,701,640円

間伐収益分収　914,360円×0.4

掛金　　　 1,073,000円
（保険対象額　466,500,000円 対象面積　461.07 ha）

４．その他特記事項

第 1 章

平成30年度 一　般 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

54
予算
科目

０６ ０２

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金

事　業　内　容 予算額

公有林管理事業 18,271 11,874

地方債 その他 一般財源

1,073

・平成30年度から始まる新たな森林経営計画の策定に合わせて、町行造林の間伐等施業方針等を検討
する。
・状態のいい町行造林地を対象に森林国営保険に加入し、気象災害や火災による損害に備える。

・電力会社等による町行造林地支障木等補償金を、分収率に応じて対象者に交付する。
・町行造林地２団地において、搬出間伐事業を実施する。
・森林国営保険　対象森林　462ha

０４ 所属： 農林 農林振興

総合計画での位置付け ②農林業の振興

三朝町基本財産林保育
事業費

17,198

事業名（中事業）

支障木伐採に伴う補償金分収清算金
清算金2,350,070円×0.4（分収率）

5,324

合　　　　　　　計 18,271

森林国営保険料 1,073

過疎 辺地
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